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II.新 医師臨床研修制度 一施行1年 半 を過 ぎて

　前厚生労働省医政局医事課　医師臨床研修推進室長

厚生労働省医政局　研究開発振興課医療機器・情報室長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 う つのFsやa;さ む

　　　　　　　　　宇 都 宮　啓

は じめに

　新 医 師臨 床 研 修制 度 は施 行1年 半 を過 ぎ,概 ね順調 に進

ん で い る.申 には批 判 もあ るが,そ の 原因 と して,あ ま り

この制 度 の経 緯 や趣 旨が また理解 され て い ない と思 わ れ る

面 もあ る.そ こで まず,な ぜ臨 床研 修 を必 修 化 したのか,

述 べて い きた い,

　ix療 制 度 改革 論議 に関心 が あるか と い う問 い に対 して は,

「あ る」 「少 しあ る」 で約85%が 関 心 が あ る と 答 えて い る

(グラフ参照).

　 で は,具 体的 に 何に関 心が あ るか.1番 目は 医師 の質的

向上 で あ る.つ ま り,質 の 向上 に関心 が あ ると い うことは,

裏返 せ ば懸 念,不 安が あ るとい う ことで は ないか.(グ ラフ

参照).

　以 前 の研 修 制度 の問題点 と して は,ま ず2年 間が 努 力義

務 にす ぎなか った,と い う ことが あ る.ま た,2年 間 で何

をや るとい う 目標 もなか った ため に,プ ロ グ ラムが 不明確

で あ った り,ス トレー ト研 修中心 であ った.さ らに身 分,

処遇 が 不安定 で 研 修医 の ア ルバ イ トな ども多 く,そ れ が事

故 にっ なが った と もいわれ る,

　 T成13年 度 のll」制度 の 下で は,研 修対 象 者 の う ち12.6%

が 実 は研 修 を実 施 して いな か った,IAAの 医 師 調査 で は,

約95%が 病 院,診 療 所 で 臨床 を行 ってい る.老 健施 設 も患

者 さんを 相手 にす る とい う意味 で加 え る と,96%の 医師 が

患 者 さん に接 してお り,接 して いな いの は4%だ けで あ る.

医療制度改革論議に関心があるか

よくわからない

　 7,6、

　 ない

ほとんどない

　 6.87

無回答
osa
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1.研 修 は努 力義務

2.研 修プログラムが不 明確

3,専 門 医志 向の ストレー ト研修 中心

4.施 設 問格差 が 著しい

5.指 導体制 が不 充分

6,研 修 成果 の評価 が 不充 分

7.身 分 ・処遇 が不 安定 → アルバ イト

8.研 修 医 が都 市部 の 大病 院 に集 中

　 (大学病院と臨床研修病院(規模や剖検の基準〉}　5

t玉 こ'1 の 　 ar.も 14

総合病院または専門病院 44.2%

大学病院 16.4ｰPo

診療所 34.4%

老人保健施設 os

その他 4.1%

合計 10α0%

・毘 医師 数

・人 ロio万 人 当たリ医師数

・医学部般曜校数

262,687人

　 206人

　 　 sotR　 7

一
　　　　　　　　　　　　　　　 (平成13年 度)

　　　 研修対象者数(全 医学部卒菜生)
　　　　　　　 15.439人(10眺)一
研 修 非 実 施 者 数 　 　 　 　 　研 修 実 施 者 数

1.938人(12.6嚇 　 　 　 　 　 13,501人(67.4)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　...　　　 .一」.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i　一　　一 一　　　　　一一

　　　　　　　　 大学病院　　　 　　臨床研修病院

　　　　　　　 9.619人(62.2艶)　　　 3.882.人(25.2艶)

._一 」

対魚冊　1000人　 　 　 　 　 　 一一一
.

麗 囎f662人 ＼ 畠一 一 難
〔聞露匪受診232人)

病饒の外棄を受診88人

代脚匿理4B人

急皿寵曇m　 10人

灘熱三ミ響
大学例院入院03人　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　p

わが国の一般住民における健庫問題の発生頻度と対処行動
　 　 F画 ㌧70電翻.JWJ3WSa8:/{itOIp4N9=20◎94tOglBJtBI

　　　　　　　　　　　　篠

e

しか し,12.6%は 実 施 して いな か った.つ ま り,こ の 差 に

当た る 人た ちが 研修 を き ちん とや らず に臨 床 を や って い た

ll∫能性が あ るの であ る,

　 臨 床 を行 った 人の比 率 と して は,7対3も し くは8対2

の割 合で 大学 病院 の ほ うが 多か った.し か し,実 際 に大学

病 院 に勤#)fす る人 は且6%し か い ない.

　 住民 且000人 当た りが 病気 に な った場 合,ど うい う行 動 を

とるか.『New　 England　 Journal　 o`Medicine』 の デ ー タ

が 有 名 だが.今 年,日 本の デ ー タが 公 表 され た.こ れ に よ

る と,何 らか の 体調 の 異常 の あ るrはtooa人lhasz人,う

ち医 師 を受診 した者が307人,一 般 病 院 入院 が7人 とい う

状 況 であ る(グ ラフ参照).

　 で は.こ の 巾 で 「大学 病院 に行 った人」 は とい う と,外

%KXSiが6人,入 院 は実 に0.3人 で あ る.　W]ち.実 際 に 体

rsに 異常 が あ った人 の中 で。 大 学病 院 が関 わ る人 の数 は非

常 に限 られて い る とい う ことで あ り,症 例 数 も し くは コモ

ンデ ィジー ズに関 して.ど う して もuaら れ て しま うこ とが,

この デー クか ら もわか る,

　 高齢 社会 を迎 え て複 数疾 患 を抱 え た患 者 さん が 増 え,生

活 習 慣病 が 増 え た ことか ら,7人 的 ・診 療 科 横断 的 な医 療

の必 要性 が 高 ま って きて い るが,一 方,育 て て い る医師 は

む しろ高度 化,専11『 化,細 分 化に 対1Gす る もの に電点 がiit

かれ ていたの で はな いか.即 ち.需 要 と供給 の間 に ミスマ ・ノ

チが あ ったの で はな いか と考 え られ る.

　 専 門医 の あ るべ き姿 は,広 いべ 一 スの.Lに 高 さ*r　fiiみ ヒ

げ,高 く して い く ことで あ る と思 われ る.し か し.あ ま り

べ 一スを気 にせ ず,頭 で っか ちの 「いわゆ る専門医 」がfiっ

て きたの で はな いか.

　 m制 度 の.ドで2年 間 の 研 修 修f8?jに お い て,「 あ ま り自

信が な い」 あ るい は 「で きな い」 とい う技 術が あ るか とい

う問 い に 対 して,7割 の人 が 「直腸 診 で 前 立腺 の 異常 を判

断 す る」 自信 が な い か で き な い.「 鼓 膜 を眼 察 しplhtiのr;

無 を 判定 で き る」 につ い て は8割 が 自信 が な いか.で きな

い.ま た,9割 の 人 が 「眼 底所 見で動 脈硬 化 を判 定 で き るJ

自信 が ないか,で きな い とい って い る.

　 生 活習慣 病 か ら高血1圧,糖 尿病 が 増 え て い る なか,眼 底

を診 る時 は眼 科 の先 生 に お願 い しな けれ ば な ら ない わ けで

あ る.と な る と,い うた い眼 科 の医 師 が 何 人必 要 とな るの

一18]一



慶慮医学　83巻3号(平 成18年9月)一
1.高 齢化社会を迎えて、複数疾感を抱えた態者の増加、

生活習慣病の増加

　　 一・全人的・診痴科横断的医療、予防医学の必要性

　　　　　　　　　　　　(需要)

2.医 学の進歩による医療の高度化、専門化、細分化

　　 一・ストレート研修による高度専門医療を志向したい
　　　　 わゆる専門医の増知

　　　　　　　　　　　　(供給)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 a

「自分i訪 やんこやっτる」憾過用寸るカ1?

。 囎 。 歩きたば.禁止矧 　 ど,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 紗

。鰍 　 賭 器

・　 　 　
1]

専門医のあるべき姿

"本当 の"

専 門 医

`いわゆる"

　専門医

　 専円医としての

特建分野での臨床能力

一as医(GP}と しての

基礎 的臨床能力

がwじ るか.

　地 方労 働 局 や,大 吊の 処 分r,を 出 した 社会 保険 庁 等;の問

題 が報 道 され て い る.私 は厚生 労 働 省の 職 員 だ が,「 私 は

保険 庁 に行 った こ とはな い,医 系技 官 だか らそん な ところ

に は将 来 も恐 ら く行か ない し,わ れわ れ は ち ゃん とや って

い る」 と言 って も,賛 成 して くれ る方 が い る だ ろ うか.

「同 じ厚 聖労 働 省 の くせ に何 を 言 って い るん だ」 と感 じら

れ るの で はな い か.医 師 に っ いて も国 民 か らは 似た よ うな

ことが 実 は感 じ られ て い るわ けで,や は りこれt3f療 界 全

体 で取 り組 まt;け れば い けな い問 題 で はな いか と考え る.

一

　　　　　　　 2簿の旧修修了塘に雷`亀z
　　　　「翫窪`,自億却6い圏or「恐巴6`馳1技
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医師臨床研修制度改善のあゆみ

i

i

　圃鍋as
㎜o異 髄
簡 零巴る

國 時照 し
與躍o轄翻な
欄!eる

□系列1

瞭 馳にx明
　 鮎隔畷化A
肺魯砦級虚羅e6

3α15㎎ 琿!秀o腸 孚研即 匿面腿鐸風種o買 賃の恥乱〔軸「=匹口o孕 贋腿凪団雌
　 　 　 ω　の　よ1「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」属

だ ろ う.こ うい った ことが,占 い制 度 の ドで起 こ って い た

の で あ る.(グ ラフ参照)

　 話 は 変わ るが,喫 煙 者 は 「私は ち ゃん と灰m1の あ る とこ

ろで吸 って い る」 あ るいは 彫嘩帯 用 灰mを 持 って い るJと

言 うが.一 部の心 ない ポ イ捨て をす る人の た め に,多 数の

住民 が迷惑 を して,ポ イ捨 て 禁IL条 例 を作 らざ るをF7Jい

状 況 に な った.ま た,犬 の 糞 を始末 しな い …部の 心 な い飼

い主 の ために,住 民 が迷 惑 す るので飼 い主 会が必 要 とな る.

　 医師 の 質の 問 題 に して も,国 民 か ら見れ ば,医 者 は続.一

緒 で はljい か.自 分の と ころ は ち ゃん とや って いる,自 分

の と ころの研 修 は問 題 な い とい って い て も,a'た して それ

一
昭和23年

昭和43年

昭和53年

昭和55年

昭和59年

昭和60年

平成5年

平成8年

平成11年

平成12年

平成16年

卒後1年 のイン9一 ン制度を開始〔GHOの 指導}

臨床研修制度翻設(「努力義務」としての研修)
「プライマリー ・ケアを含む臨床研憾の奥施について」

　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 (通知)
ローテート方式導入

病院群による臨床研修病院の掲定

総合診療方式導入

医療関係者審議会挺言「必修化、内容改善」

医療関係者審鵬会中間意見書

医療闘係者審罐会「医師臨床研修必修化につ
いて」とりまとめ

医師法、医療法改正

施行　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1]

　昭 和・13年にそ れ まで の イ ンター ン制度 が廃 止 され,今 の

前 のa;oa:研 修 制度 が で きた.」1尾成6年 に医 療 関 係者審 議 会

か ら。 す べ ての 医師 が輻 広 い 基本 的 な診 療能 力 を身 にっ け

る ことが で き るよ うに,必 修 化,内 容 改x.す べ きとい う提

言 が出 され た.

　iL`!iiであれ ば,審 議 会で 提 言が 出て か ら数年 で新 しい制

度 が走 りだす の だが,蟷 床 研修 制度 の場 合。 法改ll三まで実

に6年 か か り,さ らに施 行 まで4年 を 費や して い る,即 ち,

提 言が 出 てか ら実 際 に この制度 が走 りだす までio;i:か か っ

iaz一



X185回 慶慮医学会 シンポ ジウム轟揖演録

一
(平成iz年 改正、平成1fi年4月 施行)

1,診 療に従事しようとする医師は,2年 以上臨床研修

　　を受けなければならないI

Z.臨 床研修1、聡 しな腕 ぽならない

3.臨 床研修修了を医籍に登録、修了登録証の交付

4.臨 床研修未修了者の診療所開殴は知事の要許可

5.病 院・診療所の管理は臨床研修修了者に限定

1`

150ロ 　 ム 　 葦
ム …

(平kQl2年11月)

「医師及び歯科医師の臨床研修について1#,インフォー

　ムドコンセントなどの取組や人権教育を通じて匿疫倫

一 とともに、精神障香や感染症への理

　解を進め、更に一 匿庶への

　理解を深めることなど全人的.総舎的な制庶へと充

　実すること。その際、臨床研修を効果的に進めるた

　めに指導体制の充実、研修医の身分の安定及び労
　働条件の向上に努めること。」

て い るわ け で あ る.こ れ だ けの年 月 の かか る ケー ス は珍 し

いが,こ の間,様 々な 立場 の先 生 方 が ご意 見 を戦 わ ぜ,議

論 され て,よ うや く始 ま ったのが この制 度 で あ る と い う こ

とを,ぜ ひ認識 して いた だ きた い.

　病 院 に行 って 研 修 医 と話 を す る と,「 あ と1～2年 で こ

の 制度 はな くな る と聞 い たが,本 当 か」 と い う質問 をす る

人 が結 構 多 い.且0年 間の 大 変 な議 論 を経 て,や っ と法 律改

正 して 始 ま った ものを.ま だ 修了 者 も出 て いな い うちか ら。

1～2年 でや め るな ど とい う こと はあ り得 ない.

　 これ まで の先 生 方 の 苦労 を反古 に して は いけ な い.こ の

制 度 は なか なか 難 しい と ころ はあ るが.且0年 の議論 を経 た

な らIOfiIの 経過 とrk:lfを 見て,き ちん と評 価 を して,そ の

上 で 修 正す べ き とこ ろを 修正 す る とい うのが 本 当 で は ない

か.

　 医 師法 が 改 正 され,2年 間 必 修等 が 定 め られ た が,法 改

rが 行 なわ れ た時 に,参 議院 の 国民 福 祉 委 員会 で 付帯 決 議

が 付 け られ た.医 療 倫 理 の確 立 あ るい はブ ライ マ リー ケ ア

や全 人的 医療,研 修医 の身 分 の安 定 が決 議 され たわ け だが,

わが 国 の意 思 決定 の最 高 機関 で あ る国 会 で 行 なわ れ た決 議

とい うこ とか ら,や は り これ は国民 の 毒 で あ る とい う こと

を認識 して いた だ きた い.

新研修制度の到達目標,予 算
15

　臨 床研 修 の 到達 目標 と して は。 さま ざ まな 目標 が あ る,

この 研 修制 度 の場 合,医 療 人 と して必 要 な 基本 姿勢,態 度

が行 動 目標 と して,全 人 的 な医 療 とい う観点 か ら入 って い

るわ けだが.中 で も医 療 の 社 会性,特 定 の 現場 の 経 験 と い

4の:到' T

1行 動 目標

医療人として必要な基本姿勢 ・態度.
(1)患 者 一 医師 関 係.(2)チ ー ム 医 療 、(3)問 麺 対 応 能 力 、(4)安 全 管 理 、

(5)症例呈示、(6)医療の社会性

n経 験 目標

A　 　　　ぺ 　訟 　噛 ●

(1)医 療面 接、(2)基 本的 な身体診察 法、(3)基 本 的な臨 床検査 、(4)基 本的 手技、

{5)基 本的治療 法.(6)医 療配録.(7)診 療計画

一

1.頻 度 の 高 い 症 状(35項 目 。うち20項 目は 必 修.レ ポ ー ト提 出)

2.緊 急 を要 す る症 状 ・病 態(17項 目 。うち11項8は 必 修)

3.経 験 が 求 め られ る疾 患 ・病 態(88項 目。うち7鰭 以 上 の 経 験 が 望 ま しい)

(1)A疾 愚=入 院 症例レポートが必修110項 目

(2)B疾 患1外 来 、入院での経駿が 必修:38項 目

{3)外 科症例(手 術を含む)1例 以上の受け持ち一症例 レポー ト

ー

(1)救 急医 療、(2)予 防医 侵、(3)地 域 保健 ・医療.(4)周 産 ・小児 ・成育医 療、

(5)精 神保健 ・医療 、(6)級 和 ・終末 期医療
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健康の定義(WHO)

・健康とは、肉体的、精神的およ.
建 会的に完全によい状態にあ
ることであり、単に疾病または虚

弱でないということではない。

IB

うhlf',iが非常 に大 きな特微 で あろ う.

　 これ まで研 修 は大 きな病 院 で行 なわ れて い た が,医 療 の

社 会igsや地 域 保 健 ・医療 な どは,な か な か病 院 の巾 だ けで

は学 びに くい もの といえ よ う.

　 WHOの 健 康 の定 義 を 持 ち出 して い るが,こ の 中 で は

「肉 体的,精 神的 及 び幽 」 に とい う言 葉 を入 れ て い る.

で は,社:会 的 な 健康 あ る いはxt会 性 とはど うい うこ とな の

か.#Lt3,今 回 の必修7科 目の うちの 且っで あ る地域保 健 ・

医療 で学 べ る ことで はな いか と思 う.

　 私lll身,慶 慮 では 研修 を受 けなか うたが,岩 手県 で救 急

研 修 を受 け,そ の 後,田 舎 の保 健所 に行 って 保 健婦 さん に

つ いて結 核 や精 神疾 患 の家 庭訪 問 に行 った り,福 祉 肛務 所

の ケー スワー カ ーにっ いて!1:r3保 護家 庭 を訪 問 した り した.

そ こで,や は り病院 の中 で 見せ る患 者 さん の顔 はそ の患 者

さん の ごく一 部 で しか ない と痛 感 した.病 院 で薬 を あ げて

一
8膿 欝 鍛 犠 翼㈲}一 ・{量薯躍 翻。。

一
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置 が ま っt:く 違 うと い うこ とが あ るよ うだ.っ ま り,血 流

は 局所 的 に制御 され,し か も神 経 活動 依 存 的 に制 圃 されて

い る とい うこ とが分 か る,

　 私 ど も は15隼 間 ほ ど代 表的 なGPCRで あ る エ ン ドセ1,

ン受 容体 の 研究 を続 けてfi　n,構 造 を解 こ う と して い る.

そ れ と さまざ まな 生物学 的機能 な ど.に関 す る 研究 も行 って

お り.こ の,ｰiA体 の亟 要性 は製 薬 メー カ ーを は じめ と して

十 分認識 され てい る と思 われ る.こ の エ ン ドセ リン,エ ン

ドセ リン受容 昨の カスケ ー ドな どを逝 して血 管平滑 筋 によ っ

て血 流が制 伽 され てい る ことが 良 く分 か って いる わけだ が.

脳 の毛細 血 管 に は血管 平滑 筋が ない.だ か ら,ど の よ う/j

機 爾 によ って,神 経活 動 依1存的 な口n流の制 御 が脳 で 行わ れ

て い るか は興味 深 い未知 のp5題 であ る.脳 の毛 細 血 管 に は

平 滑筋 が無 い 代わhに ア ス トロサ イ トが 血 管 を政 り巻 いて

い る.面 白い ことに,こ の アス トロサ イ トの エ ン ドフ ィー

トに結晶 性 の格子 構造 が 見え てお り,こ れがAQP4で で き

て い るこ とが分 か って きて いる.

　AQP4に は スプ ライ シ ング ・パ7ア ン トが存 在 してお り,

煙 い フ ォー ム をAQP4M23,長 い スプ ラ イ シ ング ・バ リア

ン トをAQP4NIIと 呼 ぶが,23番 国の メチ オ=iか ら始 ま

るAQP4M23は 大 き な格 子状 の ア レイがで き る し,　Miか

らのN末 端 配列 を含 ん で発現 す る と ア レイ構 造 が消 え て し

ま う,ち ょ うどこの ア ス トロサ イ トに あ る格子 状 構 造 は,

このzっ の ス プ ライ シング ・.,ア ン トが50%穫 度 ず つ発

現 されて い る時 にで きるよ うな 牌造 の大 きさに似 て いるわ

けであ る.こ の興味深 い水 チ ャネルを研究 す るため に,佐 々

木 先生 と共 同 硝究 を開 始 した.AQPAは スプ ライ シン グ ・

パ ワア ン トが 存在 す るの で,構 造 研 究 に必 　 /y均 一 な タ ン

パ ク質 を精 製 す る必要 か ら組 み 替 え遣 伝子 の 発現 系 を用 い

る事 と した,バ キ ュ ウロウ ィル スを 用 いたSf9紹1胞 の発現

系 でiリ ッ9一 カル チr一 か ら,3mg程 度 のAQP4M23

を 精製 出来 る様 に した.

　 と ころで1電 子 線結 晶 学 に はウ ィー クポイ ン トが あ り,

鑑 子線結 晶 学者 はX線 結晶 学者 と.競争 す る こ とが ま った く

で きな い就 況 で あ る.な ぜ か とい うと,結 晶 化 条件 が 良 い

か 否 か を チ呂.,ク す ると きに,3次 元 結晶 の 場 合 は光 学顯

微 鏡 の下 で数 秒 の聞 に判 断 で きる が,2次 元 結 品 の場 合 に

はi個 の結 晶 化条 件 を検 在す る ため に30分 程 度 はかか り,

ま うた く勝 負 にな らな いわ けで あ る.そ の問 題 を解 決 す る

ひ とっ の方 注 と して,循 子 顕微 鏡 が結 晶化 条 件 を 自動 で検

査 して くれ るよ うな電顕 を 開発 して,放 って お いて も結晶

化条件 の検 査が で きるよ うな シス テムを 作 ろ う と してい る.

私 ど もは この よ うな努力 と2次 元 結晶 を作 製 す る条 件 を ど

の順 番 で変化 させ る と効 串 よ く結 晶が 作製 で き るか の経験

を橿 んで いaて いる.幸 運 な こ と{:.AQP9の2次 元結 晶 が

作製 で きたが,不 思議 な こ とに これf3　AQPOと 同 じ2層 の

膜 が 重 なyた 桔 晶で,AQPOの 場 合 に は線 誰 細 胞 を 強固 に

接 着 す る機 能 を持 って い るた めに2次 元繕 晶 で も しっか り

zつ の膜 が接 して い たが,AQP4の 場 合 はそ の膜 の 接着 性i

が弱 い よ うで,2枚 の膜 の 相互 作 月1位置 が異 な る2次 元 結

"
.

図a　 ア ス ト目 サ イ トのort翫o躍onal　 RRapと 同 じ4量 体 間 の 椙

　 　 瓦 作 用で 形成 され た結 晶内 のAQP4の 構 造,

晶 が 見 られ て お り,高 い分 解 能 のu折 点 を 与 え る精 働 の場

合で も この 標 な2枚 膜 の ズ レが あ る.そ れ ゆ え,そ の まま

デー タを築 め る と構造 が解 け ない事 が明 らか とな うて きた.

その 問題 を解 決 す るた め に,高 い分解 能 の電 子線 回 折像 を

撮 る と同時 に,そ の 同 じ結 晶か ら電子 顕 微鏡 像 も撮 影 して,

1種 韻 の 相 互 作 用 を して い る結 晶 だ げ を 選 び 出 した.

AQPAの 橋 造 を解 いて み る と,碁 本的 な構造 は,　AQP1や

GlpFな ど と ほ とん ど同 じで あ った が,特 徴 的 なs,ヘ リッ

クス とい う不 安 定 な ヘ リ ックスが 長 いCル ープ に 見 られ る

新 しい構造 部分 が明 らか に な っ た.こ の粗 子 線 に よ る構造

解 析 の 良 い こ と は,ア ス トロサ イ トのprthogona]array

と同 じ4量 体間 の相 互 作 用 で結 晶 が形 成 され て お り,ア ル

ギ ニ ン とチ ロ シ ンの結 合 で この 縮 晶,す なわ ち.orthoga・

nal　arrayが 安定 化 され て い る ことが分 か って きた(図5),

　 と ころで,蚊 は肺 が あ ま り発 逮 して い な くて,我 々の体

に止 ま って い る と きiC,肺 に相 当す る トラキオ ラと い う器

官 に水 が た ま って しま う.飛 び立 っ とき に セ ミが お しっ こ

をす る よ うに蚊 もマ ル ピー ギ ア ンチx一 プ,す な わ ち排泄

管 の ほ うへ水 を押 し出 して飛 び立 っ わ けで あ る、 蚊 に は ア

イ ダス ア イ ジ ップ テ ィと い う学 名 が っ い て い るの で この時

機能 して い る水 チ ャネル をaeaAQPと 呼 ん で い る,

　 aeaAQPの 場 合 は いつ も,　orikagonal　 arrayの よ うな ア

レイ構壇 を と って お り,そ れ が履 れ る ことL3idい.　 AQP9

の場ni:.1322個 の 翼 ん中 あtoに9番 目rあ る ア ル ギ ニ

ンが 保 存 され て い るが,aeaAQPの 場 合 は そ れ が な い.

AQPMIのN末 端 側 のzz残 基 の ペ プ チ ドを 作 製 して ア ル

ギニ ンが あ る ベ ブチ ドを 加 え る と結 晶 が壇 れ るが.そ れ ら

全 て の ア ルギ ニ ンを リジ ンに変 え る と結 品 が壊 れ な い と い
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う こ と にisる.つ ま りn末 端}側 の ア ル,:　 ンを 持 っ て い る

His分 が 発 現 さ れ る と.　orthogonal　 arrayを`女 定 化 す る 機 構

の,チ ロ シ ン と ア ル ギ ニ ン の1313i1乍 用 に 対 して 拮 抗 的 に ア

ル ギ ニ ンが 働 い て チ ロ シ ンを 奪 う こ とに よ り、 礫 さ れ た.;'

ル ギ ニ ンの 正 の 電 荷 の 反 発 力 が 働 き,AQPMIの 場 缶 に は

結 晶 性 が な く な っ て し ま う と 考 え られ る.ア レ イ 構 造 を!i(

す よ う な 役 割 が¥'末 端 側 に あ り,わ さ'わ ざ.そ う い う 機 構 を

持 っ て い る こ と に よi,,　 こ のortllogonal　 arrnyの 大 き さ

を制 御 して い る と い う,興 味 深 い結 果 が 分 か ・・て き た,

　 AQP4は 視 床 下 部 の グIJア ル ラ メ ラ に も'kihに 存 在 寸'る

こ と が 分 か って お り,グ リア ル ラ メ ラ と い うの は軸 胞 とaii

胞 が 屑 状 に,iなrコ て お り,水 晶 体 線 糀 細 胞 のqi'1の 亜 な り と

同 じよ うな 欄 造 で.21rの 膜 が 接.1.1し て い る,今 同 新Lく

発 見 さ れ た3、 。ヘ リ ・・ク ス膚 造 がiilい に 拒 王1:作用 す る こ と に

よJ.グ リ ア細 胞 を棲 着 して い る ら しい と い う こ と が 分 か 「・

て き た(図6).こ のa田 へ7ッ'Jス の 接1"111'11111k,#'siidi化

す る と きの ア ー テr77ク トか もLれ な い た め,私 ど もは

エ ン ドジ ニ ァ ス に はギlll胞接 菅 性 のif子 をiC現L.て い な いL

セ ル を 使 一,て,ス テ イ ブル にAQPIやAC;P4M23を 弛 現

して,:1(API　 OJ}ti]iに は 接 行{!1:が出 な いが:1QPdを 発 現'・r

る と接i'τllkが 出 る こ と を 蝶 認Lた.そ の 結 果 が ら,5i'.:か に

AQP・1が 幸1日胞 の 接i「r楼 能 を 揖 づ・て い る こ と,　 Lか も非 常 に

弱 い 接IYf奮空の 機 能 を 侍 っ て い る こ と か 分 か る よ うに な 一・た.

　 A(2P11の 場`〒 は チ.L・ネ ル が ま っ す く'.頑って い るか,こ の

1、<;　1,`1　　の}賜　　合 　【　ユ　　　,.　　シ　　　ガ.　一　　　　トご　　εこ　　一lj冒　オz　　一〔　し　　、　　る　　　た 　ポ,　'こ　　脚　　　　こ　　　V.　　ノti　　　fi　　+

和 励 嘘 をiif　y!'時 と.うiJる か と い う と,恐 ら く こV)　 つ

の 腰il舌Lて い る 順 を 引 き は か す 力 に な る だ ろ う と思 う わ け

で あ る.つ ま り 細 胞 接 着 と水 チ+ネ ル がIli]じ 分 干 の 中 に あ

る と い う こ と は,視 床 下r;,に お け る グ リ ア ル ラ メ ラ はTzt'L

圧 の セ ン シ ン'Jや 趾 度,グ'Lコ ー ス のtン シ ン グを して い

る とYryら れ て お り 、 こ の 膜 の 接 軒 や 解 離 が そ の セ ン シ ン

グ機 能 を 担 う こ とが 出 来 る 可 能 性 が5う る こ とfiら し て,大

:変興 味.rい もの で あ る.

　 ま た非 常 に 興 味 深 い の は,　 ドー パ ミ ンに よ っ て 、:¥QYA

の ノ}くの 透 過{生 力{落'ら る と い うFi再が あ り.　 モニれ は セ 司.1ノの

1SOuiが ドー パ こン シ グナ ルで 憐1聾 化 さ れ る こ と に よ り,

水 の 透 過 性 がi(rち る.構 造.的 に 見 る と,C末 に は 且上弓巨荷 を

.仔す る ア ミノ酸 残 聴 の ク ラ ス タ ー が あ るた め
、18〔 ユ折 の セ

eJン か'i酸 化 さ 柑.1ばC末1;];分 が チ ャネ ル の ふ た を 一1∫.る可

能 性 が あ り,そ れ が ゲ ー テfン グ機 能 を 果 た して い る の か

もLれ な い.こ の こ と を ぼiE明しよ う と す る と,燐 酸 化 さ れ

た]8U爵 の 変l」罎で ア ス パ ラ ギ ン酸 に 変 え た も の を 発 現 した

構造 を'ア研 究Lて い る と こ ろ で あ り.r.か にC末 に よ,て

ふ た を さ れ て い るか に っ い て は モ の う ち に お 話 で き る と か

思 うが,そ うい う」1」能 性 を もr,え て,こ のAQP4の ゲ ー テ ィ

ン ツ.'の臨 構 もJ:面 白 い もの で あ り,rsど も はAQP・1の 研

究 を 〉>iき続 きf.rい た い と思 ・,て い る.
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図6　 短 い 鞠 ヘ リッ ウス によ り2つ の 分子 が接 蒲 してお リ,細 胞

　 　 を接 酒 でき る携造. 図7　 ア セ チルゴ リン受容体 の構造 とゲー テ ィ ングモ デ ル.
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寧醜1b$g`田 甑, 甲慮16錦 魔(駈 圏劇 朗 憎△質翻

臨床研修癖院 a.zas,　 aia 4,223,838 e　 zi.ｻi

国　 立,, 2.887.1xs 3,836,323 938,201

公　　　立 4,288,721 4.1BB.919 e　 aa,　 aoz

H　 　　箇 4,647,844 4,284,070 0　 283.772

そ　の　億 a.eas.　 aos 4,378,282 △　237.122

大学附口痢院 2,090,061 3.179,2B9 1,139,238

口　立z 2.383.41B 3,433,817 /.050.3B9

公　　　立 2,309,335 3,783,592 1,454,207

私　　　立 1,487,018 2.748,BB4 1,288,988

全　　　体 2,848,810 a.sss,　 aee 1,007,686

團立・↓　　澤望労働雀 ⊂口窟鼠陵匿槻1.肪 衛庁.目 本雌盈公歓,

　 　 　 労蝿 壁皐蟹鴎 〔労禽as康 福猛巴硯,
国2z..又BU;3{田 立宍学隆人}

公　立　:鐸 逗艀簾.碍i町村
公　的　=日 本赤十寧杜.鴛 曲脇砿無人思四財団請ま臼.厚 …膚霞凶同旧台通台金
その的;上 記臥外の公益泌入.贋g3人 郭

もなか なか 飲 ま な い,nrさ ん や,一 ・度治 って 退 院 したはず

tjの に同 じよ うな病 気や怪 我 で戻 って くる患 者 さん もい る

が,患 者 さん は や は り家庭 や 地域 を 見 な い とな か なか わか

らな い.こ れ は ぜ ひ若 い研 修 医 の う ちに経 験 して お くべ き

こ とで あ る.そ の た め には保 健所 に 行 って,座 学 で学 ぶ と

い うの で は な く家 庭訪 問 を した り,あ る い は診療 所 か ら往

診 に行 うた りとい うことを積 極的 にや るべ きだ と思 う,

　 もう1っ,地 域 保 健 ・医 療研 修 の意 義 に お い て は,さ ま

ざ ま な制 度 を知 る とい う ことが大 きい.単 に制度 を覚 え る

とい う ことで は な く,!E;活 者 と して の患 者 さん を支援 す る

ため に,お 金 の面 の 支擾,あ る いは生 活 面 の 支援,ま た鞘

神的 な支援 と して 家 族会等 さま ざ まな制 度 や組 織 ・団 体 が

あ る とい うこ とを知 ってお いて いただ きた い.

　 届 出 にっ い て は,単 に統 計的 に必 要 だ とい うだ けで はな

く,例 えば 食 中毒 は医 者が 届 け出 て 初め て ア ク シ3ン が と

られ るわ けで あ る.即 ち,届 出 が遅 れ れ ば,0157の 感 染

が広 が って しま うか もしれ な いわ け で,社 会防 衛 にお け る

医 師 の役 割。 貴任 をぜ ひ知 ってい た だ きた い.最 近 は児 帝

r;;r5の関 係 で病 院 か らの届 出が 早 か ったた め に救 われ た と

い う ケー ス も出て い るので,だ いぶ意 識 が 高 ま って い る と

思 うが,こ うい った こ とを ぜ ひ地域 保 健 ・医療 の場 で 身 に

つけ てい ただ きたい.

　 次 に金 銭的 な話 をす る と,古 い 研修 制 度 の下 で は補 助 金

1343億 円 しか なか った が,新 しい制 度 に な って約4倍,

且71億 円に増 加 した.今Sf:1JE,さ らに増 加 したが,国 の 予

算 は非 常 に厳 しい と ころで あ る.そ うい う中 にお いて.こ

れ だ けの 伸 び を見 せ るとい うの は翼 常 纂態 に近 い と も.言え

よ う.でf3,な ぜ それが 起 こ った のか.私 は医療 の 質 の向

トに対 す るEl!fJfGの 期 待が あ ったか らで はな いか と考え る.

　 こうい う揃助 金や病 院長 等 の 先!1:Ji,現 場 の 先生 方 の こ

努 力 もあ って,古 い制 度 の.ドで は研 修 医 の平 均給 与 は臨床

1曙修薩憾認識載べしm

国費(税盆)の支援により

養成されτいるoこ を

,,...-

研 修病 院 が420万 円.大 学 付 属 病 院 が2047il'3と 倍 以t:の

差 が っ いて い た ものが,新 制 度 で は 大学 病 院 は 且00万 円 以

上 も.ヒが り,差 が だ いぶ 縮 ま って きた.ま た,全 病 院 の 平

均 が260万 円 だ った ものが 目 標の360万 円 に,1年 目 に し

て　 1成され た.こ れ は本 当 に`h:!L'Jiの$;)Jの おか げ であ り,

心 よ り感 謝 申 し上 げた い(表 参照).

　 ただ,大 学 病 院 は ず いぶん 増 した が,な ぜ か研 修Ni4iiは

下 げて い る.360万 とい う目安 を 出 して しま った た め に,

そ の程 度 で い いの か と い って ドげ た のか,そ れ はわ か らな

いが,こ の よ うな状 況が あ る.

　 以 上 の こ とか ら,研 修医 の方 々 に は.r自 分 は 勝 手 に研

修 して い るのでlagい.多 くの 税 金が投 入 され て い るの だ」

とい う ことを ぜ ひzn　 て も らいた い し,指 導 さ れ る先 生 方

も教 えて あ げて ほ しい,
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慶惚医学83巻3号(平 成18年9月)

1初 期臨床研修はどこで行なわれているか?

匿 分 六学痢蘭 .,.臨 床研修痢院

　 旧制匿
`耶成,3度,

一..
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日本医師臨床研修マッチングプ ログラムの影響

　 大 学 病院 と臨床 研修 病院 の 研修 医 の比 が 旧制度 は7対3

だ ったが,マ ッチ ングが 始 ま って か らはそ の 差は縮 まiJ

今年 度 はつ い に臨 床研 修病 院 が若干 多 くな った.io月271J

に今 回 の マ ッチ ングの{O果 が 発衰 され たが,さ らにそ の 差

が少 し広 が りを見 せた(表 参照).

　 最 下段 以 外 の数,fは 実際 に在籍 して い る研修 医 の数 で あ

る.た とえ ば,新 制度 の2年 目 にっ い ては,昨 年 の今頃 の

マ ッチ ングの時 は,大 学 病 院 が53%,臨 床 研 修病 院 が47

%だ ったが.春 の国家 試験 で 大学 病 院 のほ うが ず いぶ ん落

ちて しま い,比 率 が逆 転 して しま った.ま た.来 年 の国 家

試 験 も同 じよ うな傾向 に な る と,こ れが 広 が って しま って

危 な い と思 うので,ぜ ひ国家 試験 に 落 ちな い よ う指 導 して

い ただ きた い.

　 古 い制度 の下 で は,研 修病 院 は凍 則 と して300確 以.isと

な って い た.そ の ため,300床 未満 の病 院 で13,わ ずか60

人 しか研 修 を受 けてい なか った,

　 今度 新 しい制 度 で その 規制 を撤 廃 した と ころ.中 小の 病

院 が どん どん 参 入 して くるよ う にな り.今 年度 は300床 未

満 の病 院 で300人 くらい 新 たに 研修 を 始 め た.昨 年度 か ら

始 め て い る人 も加 え る と,2学 年 で約500人 が300床 未 満

の病 院 で研 修 を して い る とい う こ とか ら も,中 小 病院 で の

研修 が増 えて い る ことがわ か る(表 参照).

　 これ は都道 府 県 の デ ー タだが,マ ッチ ングが 始 ま る前 は

k(Sili"ISに集 中 す る といわ れ て いた.し か し,例 え ば 東京 都

の　 o.1隼 目に394人 減 って,2{F目 に23人 減 った.つ

ま り,古 い制 度 に比 べ て 今 年 は417名 減 って い る.全 体 に

初{1{度は都 市部 か ら出て い く傾 向が あ り,昨 隼 は少 し揺 り

戻 しが あ っ たが,そ れで も京都,大 阪 な どは 古 い制 度 に比

べ て 且00人 く らいず つ減 ってい る.片 や 北海 道IS31人 増 え

て,沖 縄 は46人,岩 手 は27人 増 え て い る.例 外 は一 部 あ る

に して も,必 ず しも大 都 市 に集 まる わけで は な く,地 方 に

出 てい るので は ないか.(表 参照).

　 この デ ー タを 示 した と ころ,「 そ うは い って も岡 じ県 内

で は県 庁所 在地 に偏在 して い る,こ れは 見せか けだ」 とい

病床競 横別 宿院敷 ・研修 医数
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2次 医療圏人ロ10万 対医師数別
　　　　研修医在籍状況

一 平威17年 度

　 　 平随16年 度
一 甲成15年 度{旧 鯛肛)
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わ れ た,そ こで調 べ たの が,2次 医療 圏 人InO万 対 医師 数

別研 修医 在籍状 況 の グラ フで あ る,

　枇 柚 に=次 医擁 圏 当た りの 人 口10万 対医 師 鍛 を と り.f.

側 に行 くほど医 師 が 多い地 域,左 隅 に 行 くほ ど医 師 が少 な

い地 域 とな る.縦 軸 には研Oxlの 数 を と って い る,　is,17

年度 で は,古 い制 度 に比 べて,今 まで医 師 が 多か った と こ

ろ は研 修医 の 敏が 減 り、 逆 に医 師が少 なか 一,t.ところで は

増 えて い る とい うこ とが わか る.窪 ん だ辺 りが 平 均 だが.

だ いた いそ こで逆 転 してい る(グ ラフ参照).

　 す なわ ち,マ.ノ チ ングが始 ま る前 は予 マ.ノチ ングに よ ・}

て 大都rlFの大病 院 に研 修 阪が集 中す る,[ヨlllに 選 択 され た

らそ うい うこ とが 起 き ると いわ れて い たが、x際 ふ た を聞

けてみ る と,む しろ.今まで医 者 が いなか った地 域.あ る い

[ま巾小病 院 に も研 窪医 が流 れ始 めた ことが、 この デー タか

らわか る,

臨床研修医ア ンケー トの結果から見えるもの

　 今年 の3月.1年 目の最 後 の研 修 医 に行,,一.fcrン ケー

トで、 なぜ その 研 儲病 院 にLL,3rし たの か と問 うた.研E{5r

院 を選 ん た 理IIIと して は、 「1[E:例か 多 い」,「フ.ロ'J「ラム が

充実 してい る」 とい う もの が 多 い(グ ラフ参照),

　 3砥 目 に 「量山　　「'3　r3∈コ　条　　　f戸1=」とい うもの が入 っ一ζい るか,こ

れ は 設 問 のRs}1ミ ス だ と思 う.す な わ ち,地 理 的 条{`トは

「実 家 に近 い」,「都市 部 に近 い」,一 自分の 居 住 地 に近 い一

の3種 類 につ}けるべ き だ った、 同 し研 修医 を対 象 に マ ッチ

ング協議会 が 行rた1凋 査 で は,こ の3種 類 が金 部 分か れ て

いるが,都 市 部 に遅 い と い うの を選 ん で い る者 が意 外 と低

か った.複 数 回 答 なの で.7.ロ グ ラム内容 も大事 だ けれ ど

も都市 部 も選 ん だ理 由 だ とい うの.yら.　 こち らに も[.=:;をつ

ける はずで あ る,に もかか わ らず非 常 に少 ない と い うの は,

部 市 であ る こ とがP1'由 とLて は それ ほ ど.でjfjい とい うこ

とがわ か る と思 う　(グラ フ参照},

　 Irilじ問 いの 囮 答 につ いて.研 悔病 院 を痛 床 焼 横 号IIに牙 け

た もので は,葭 が300床 未満.斜 辣 の もの が300床 か ら500

曜.白 に点 が5UO康 以上 とい う 規拠 を表 して い る(グ ラフ

参照).

　 3GO床 未 満 の小 さい病 院 で ・番 多 か った の は.「 熱心 な指

導 戻 が在職 して い る」 と い う理IIIだが,次 に 「研 修瑚 念 に

柑 司 して」 とい うo>trほ か の 引 摸 を按 いて 圧倒 的 にyい,

す な わ ち,小 さいfi引亮で も非 常 に熟 心 な指 導 阪 が い た り,

明 確 な理念 を掲 げて熱 心 にや れla.研 修 医 が来 て くれ る可

能 性 は.1・分 あ る とい う こと で はない か(グ ラフ参照)、

　 研 修体制 に満 足 して い るか に つ い て は,残 念 なが ら/;r

病 院 は少L低 い.そ の理 由 と して は,ノ く学 屑院 の場r↑は待

遇 ・処遇 が悪 い こ とが 挙 げ られ て い る,し か し,ノ く学 病 院

の 給与 も上が って きて い るの で,こ れ にっ い て は探 々に解

酒 されて い く と思 わ れ る.ほ か に は,研 修 に必'1r　tj.r技 の

環窪観修している口廉碩修謂騰に躍5葬し免動搬は伺で†か。　(糧融回箸)
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経 験 が 不1.s),eN,;f斗 闇 の 連 携 が 悪 い と い う こ とが.や は

lJ}Fげ ら れ て い る .臨 床 研 修 病 院 側 で は,指 導 医 か ら{.分

に 教 え て も らえ な い と い う不 満 がyt1と い う こ と で あ る

{グ ラ フ参 照}.

　 i.プ ロ クrラ ム に 満 足Lて い る か 」 と い うf"1い[a.1し て は.

や は り似 た よ う な 傾 向 を 示Lて い る.ノ く学 病 院 で は 「フ.ラ

.`　マ　　リ　　.　ケ　　,ρV]ilry7カ{よ 　　く　!k`こ つ 　　1.P　L～i1　な　　し　1　ボ,　　臣三爵　a<s,rr:;

病 院 で ほ 「咽1=1医 研 修 に う ま くつ な か り そ う て は'∫ い　 と

L・う こ と が,1琴げ ら れ て い る.大 学 病 院 で も 結 構[鴨1'i[U医 研

修 に う ま くつ な が り そ う で な い..:と い う こ と が 多 い の は イこ

思 議 な 気 が ず る.期i・ 与ほ ど で は な い と い う こL!}Vか.こ

れ に つ い て;xuく わ か ら な い,

現在の進路選択のイメージとは

　 先 生 方 は1'i,}が 何 科Yes:か と い うII!pに ど の よ う な 選 び

方 を一さ才iたfご ろ う,　ゴ㌣σ》….場i.u.　」iく　',カ ・の[蜜 上、.;.を「1」1っ一〔rl'1

な ど飲 ま ぜ て も ら い,医 局 の 穿llH気 や い ろ い4itを 聞 い て.

こ こ にLよ う と 決 め た の で は な い か ,〔 分 の 場hも,い ろ

い ろ な 診 疲 科,医 局 の 説 明 を 聞 い た が.な か な か 踏 ん 切 り

が つ か な か 「た 時 に,ふ と 厚 生 省 と い う も の が,4;る とい う

の を 知 っ て 入 省 してLま い,今 に 至 一・た が .い す れ にLて

.,;;構 選 択 は い い 加 減 な もの だ っt_か もLれ な い.
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　 しか[.,,u一,の 研 修 医 は 違 う.　 xiる 人 に な 己・て い る,自

分 で 」、ろ い ろ な ツ'ロ ク..ラム を 見 て[三1ラ}のゴ陸翠詫を がξめ る.　 選

ぶ 範 囲 も自 分 の 大 学 ノごtで はla(て,い ろ い ろ な と こ ろ を

馳て お り.　だ い 函5巧塾.マて き 一こい る と思 う.
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慶田匹医lf.　83巻3号(平1&IS年9月)

△'の 　 O≡ 日

O指 導医のための指導ガイドライン作成

!O新 制度に対する評価

O卒 前臨床教育一卒後初期臨床研修一卒後後期i

　臨床研修の間で連続性を持ったカリキュラム 内 …
容の調整(人 格酒養、ジェネラリストの養成、専.
門医制度との整合性)

IO医 師の生涯にわたる教育、キャリアパス　　、。

な く無 制限 に,命 令 され た場 所 で働 け ば,学 位 や キrリ ア

の保障 が もらえ た時代だ った.し か し,今 は この制度 に よ っ

て だ いぶ変 わ って きた こと を認撤 しな けれ ば な らない.暗

黙 の合 意 の時 代か ら契 約 の時 代 に変 わ って きた とい う こと

で はな いか と思 う.

今後の課題

　 今後 の課 題 と して は,現 在,指 導 の ガイ ドライ ンを作成

して い る.8割 方 で きて い るが,い まで きて い る もの か ら

順 に,保 健医 療科 学 院 の ホー ムペ ー ジで公dishで あ る.試

行 版 と して 出 して いるの で,直 した ほ うが い い ところ は ご

意 見 を いた だいて,最 終 的 にはr成19年 を メ ドに完成 版 に

した い.

　 次 に,省 令 で5年 以 内 に見直 しをす る こと にな って い る

の で,そ の 見直 しに備 えて,1期 生が 修 了す る来 年3Hか

ら研究 費 を使 って評 価を行 い,必 要 な見直 しにっ なげ たい.

　次 に っい て だが,こ のxrU2が 始 ま ってか ら,ず い ぶ ん文

部科 学 省 と連 携 が 悪 いの で はな いか,パ ラパ ラな こ とを し

て い るので は な いか と いわ れ るが,医 学 教 育課 と は大 変仲

良 くや って い る,卒 前 か ら卒 後 まで 一 貫 した医 学 教rrを 目

指 して互 い に勉 強 会 をや った り,あ るい は互 い の検 討 会 に

そ れぞ れの 担 当課 長 が オ ブザ ーバ ーで 出lpす ると い うこ と

もや って い る.そ の辺 は少 しずっ 変わ って くる と患 うので,

今 しば らくお 待 ちい ただ きたい.

　 今 までは大 学 病 院 と大 きな病院 だ けで研 修 が行 なわ れて

い たが,今 度 の制 度 に よ って中 小病 院,診 療 所,傑 健所 等

さま ざ まな 医療 機 関,そ れ か ら医 師 だ け で はな く肴蔑 師.

保 健師,栄 養1:,薬 剤師 等 さま さ'まな コ メデ ィカ ルの 人 々

も含 めて研 修 医 を育 て る とい う制 度 に変 わ った と思 う.ま

だ 至 ら ない点 は あ ると はLう が,よ り良 い医 師 の育 成,ひ

い て は医療 の 質 の向 .ヒを 目指 して,今 後 と も皆 様の ご協力

を い ただ きたい.

像健医療界全体15研 修匿を育Z…

　　　　　るシステムて舛 。

　　　是非、皆様の...協力奄 」
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